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論文内容の要旨
[目的]




諺酸カルシウムー水化物 (COM) を成分とする珊瑚状結石に付随した多数の小球状結石を 2 つに割
り，一方を赤外線分光分析により純粋な COMよりなることを確認した後，他方を(方法 1 )そのまま，
(方法 2) 5%EDTA溶液で 5 -30分処理(方法 3) 5%ホルマリン 2%グルタールアルデヒド
1%セチルピリジニウムクロライド (C p C) より成る固定液を併用したうえ 5%EDTA樹夜で 5 分一
3 日処理し SEMで観察した。さらに方法 3 に準じて結晶成分を完全溶解した後薄切し透過型電子顕微
鏡 (TEM) で観察した。
これらの結石は構造の異なる 3 つの層より成り立っていた。中心部は板状の COM結晶がランダムに
集合しており，自由空間が無いため無処理のままでは構造が明らかでない。 EDTAで処理すると個々
の結晶の輪郭が浮き彫りにされ板状ーシート状の結晶が放射状に配列してpyramis を形成していること





う。この辺縁部は無処理の標本では concentric lamination を強く呈しており， lamination の各層ごと
に貝殻状に割れやすい。また自由空間があるため無処理の状態で個々の結晶が観察可能である。薄切切
片による観察ではこの部分の小板状結晶はマトリックスで、かこまれたゴーストとして認められ， lamiｭ
nation の各層はマトリックス濃度の高い帯で境されている。 radial striation を示す部分ではマトリッ
クスは板状結晶がぬけたあとのゴーストとして格子状に認められるが，やはりマトリックス濃度の高い








かにした。さらに，このマトリックスの層がpyramis どうしの境でひずんでいることから， radial striaｭ
tion を呈する部分では層状に付着してゆくマトリックスのゲルの中で結晶成長が進行したものと推測さ
れた。
論文の審査結果の要旨
尿路結石形成における有機マトリックス成分の役割を形態学的に研究するため部分溶解法と名づけ
た新しい技術を開発した。この技術と改良を加えた有機マトリックスの固定液を用いて，電子顕微鏡下
に彦酸カルシウムー水化物結石の構築を観察した結果，結石表面に層状に付着してゆくゲル状態の有機
マトリックスの内部で結晶成長が進行したと考えられる所見を得た。
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